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　第一部弓術星系分科会においては，昭和59年7月5日付け第

一部会決定「宇宙開発計画の見直しに関する第一部会の審議の進

あ方について」腿づき・昭和6・年度ρ宇宙開発関係澱の見

積り方針に反映させるべき事項について回議を行ってきたが，そし

の結果をとりまとめたので報告する。

、

蟹
ダ
・
も

血
レ

覧
亀

目 次

1科学（づ分野

　1．第13号科学衛星（MUSES「・A）　8・・…………・・」……・…，・……．

　2．GEOTA：IL衛星1……亨・………1…………………………………・∴

H　観測の分野

　1．静止気象衛星4号（GMS－4）………………………………・・．

　2．地球資源衛星1号（ER」S－1）……………………………・・…．

皿　通信の分野

　1．研　 究…・一…・＿＿＿．＿＿＿＿＿．∴．．．＿＿＿＿＿＿．．．．．＿．

　（1）　実験用通信衛星のための研究　　　　　　　………………・’・…

　（2）衛星言忌通信機器の研究…………………………………………

　（3）データ中継・追跡管制衛星技術の研究……………・・…・………

　2．その他……………∴…・………………………………………・・．

　　放送衛星・6・………・・…・……………………………………・・…，

　宇　宙　基　地

　　宇　宙　墓地・・1………………＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．．．＿

（参考資料）

（参　考　1）

（参　考　2）

■
⊥
¶
⊥

q
U
」
4

5
．
5
5
6
7
ク

8

……………・・…・……・……・……・………………………　，9

宇竃開発酒面の克直しに関する第一部会

の審議の進め：かについて1・…・……・・……・…………　2／

第一部会衛星系分科会構成員………………………2ユ

＿■



●
、

－
唖

●

1　科挙⑳三三

●

要望され二二葺……辱’牌／噂

1。

　
　
　
ゆ

一
，
　　

@
【

審

τ

議
　　φ

内 容

●

L　第13号科学衛星（MUSES一・A）

　　（文　部　省〉
　　　　　　　　．4．

　惑星探査に必要となる軌道の精密標定・制御・

高効率データ伝送技術等の研究を行うとともに，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
その一環としての月スイング・・パイ心身の試験を

行うことを目的とする第13号科学衛星（MむSE

S－A）を，M－3SH型ロケットにより，昭和
64年二二げることを目灘，昭和6。年度

から開発に着手した悟。

、

・一一一一 激ﾌ一喝－曽一‘一一甲一亀鴨一一『一一一蜜・｛一・

　　2．　GEOTAIL衛星

　　　　（文　部　省）

　　　　日米協力として我が国が衛星を担当し，米国が

　　　ズペースシャトルを用いた打上げを担当して，地

　　　球の夜側に存在する長大な磁気圏尾部の構造とダ

　　　イナミックスに関する観測研究を行うことを目的

　　　とするGEOTAIL衛星の開発研究に昭和60年

　　　度から着手したい。

　　月・両前探査は，宇宙物理学・地球科学等の分野における種々の課

　題：の解明につながるものである。　　　　　　　　　　嗣，

2・米国・ソ連に澄いては，これまで多くの探査機が月及び火星等¢1惑

　星に送られているが・我が国に鉛いても・将来考えウれる月・惑星探

査ミッションに対応するため，月や惑星を周回する軌道に探査機を正’

　確に到達させるための精密な軌道標定技術，高性能な誘導制御技術，

　高効率のデータ伝送技術等の確立が必要である。

3．また，M－3S∬ロケットのように，比較的小型のロケットを用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
　て，惑星探査ミッションを実現するためには，月スイング・バイ技術

　の修得が必要である。

4．本衛星は，このような月・惑星探査技術の確立を目指したものであ

　り，将来の月・惑星ミッションの達成に意義を有するものと考えられ，

昭和60年度に開発に着手することは妥当である。

1。地球磁気圏の尾部の存在は，1963年から知られていたが，現在

までに探査が行われた領域は，非常に限られた部分にすぎず，特に尾

部の赤道面付近は，プラズマ加速過程が出現する所であるにもかかわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G　らず，十分なデータを取得していない。また，月の軌道より以遠に於

いて，太陽風が尾部の中央部まで侵入している領域についても極めて

僅かなデータしか得られていない。このため，これらの領域について，

集中的に観測を行うことは有意義である。

　　　　　　　　　　　　　　1　塾・

一r1一

　　　　審　　　議　　　結　　　呆

　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　㎝一「
　惑星探査に必要となる軌道の精密標定・制御・

高効率デ∴タ伝送技術等の研究を行うとともに，

その一環としての月スイング・バイ技術の試験を　；

行うことを目的とする第、3号科学衛星（MUSI3；・

⑭…て・昭和64轍航げること「．

を目標に，開発に着手することは妥当である。　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．；

　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　’．　　i

日米協力として我が国耀の開発を担当し■

米国が一一スシャトルを脈打上げ等を担三

密地球の夜露在する長禰気圏馳｛

構靴ダイナミックスに関する翻研究を行う莞

とを目的とするGE・TA田榔ついて・ρ腕1

研究囎手することは妥当である．　　i冒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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、

■

o

．将婁

ゴヨ

ﾋこニか　ばねニ　をむき　よ　ゆゆなゆぬあぬヒよも　　コで　　ガ　　ヘドロ

　審　、　　議　　　　内

■

容

　　　　　　　　　　　　　ザ　
2ド本ブPジェクトは・上記自的を達成するため，日米協力のもとに，

｝難欝灘2四四回忌1禦欝一
画）の一環として識が国が鯉の開発を担当し，縮が一部の鰍

観測灘の開発とスベ螺シャトルによる轍打上げを担当し進める・

ことが企画されている国際共同プ・ジェハである．本ブ。ジェク・ト

の円滑雛進を図るため・昭和6・三度に醗研究嬬回すること

　は妥当である。

3・今後・本計画腿めるに当たっては，米国との緊密雄携を図って

　いぐことが重要である。
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審 議　　　結 果
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要望された．事項

t．静止気象衛星4号（GMS－4）

　　（科学技術庁）

　利用機関からの要望に対応し，利用機関に齢け

る気象業務の改善に応ずるとともに，気象衛星に

関する技術の開発を進めることを目的とする静止

気：象衛星『4号（GMS－4）について，　H－1ロ

ケット（3段式）により，静止気象衛星3号（G

MS－3）の目標寿命期間（GMS－3の寿命は

4年以上5年目標）が終了する昭和64年度に打5

上げることを目標に開発に着手したい。

　（迎‘輸省）
　　　　　、
　我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する．

寿命，信頼性向上等，技術の開発のための静止気

象衛星号（GMS二4．）について，静止気象衛

星3号（GMS－3）の寿命期間が終了する昭和

、64四脚止軌趾東経、4。鮒近に盛捗

ることを目標に開発に着手することを要望する。

　　　　　　　　審　　　　　議　　　、　内　　　　容
　一　一・　帰…∵一・“・・一・…「一・・一一一一一一・・…一…・一・一・・…・…解…一一一一・佃…　’4一一怖・’・1・　…　　　F．　　，　…　…．．一・．　一・＿．一、．．．門．一．．＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　1．静止気象衛星3号（GMS－3）による気象観潮を引き継ぐととも

　　に，気象衛星に関する技術の開発を進めることは有意義であるσ

　2・静1L気象衛星3号（GMS－3）については，開発の結果，目標と
　　する5年分の灘量を鯉に回することが可能と回ったこと壕どか

D

ら，昭和64年度にその後継機として静止気象衛星4号（GMS－4）
を睦げることを三二開発賭弓する必要力、ある。

3・静止気象衛星4号（GMS－4）については，静止気象衛星3号（G

MS－3）の一9．　；　・・定常運用が可能となった場合には，静
止気象鯉3号（GMS－3）網結ステム三三活用し，また，

　打上げ用ロケットの能力が大きく回ることに伴い，衛星塔載推進薬の

　増加等による衛星の長寿命三等を図りつつ，静止気象衛星4号（GM

　S－4）を開発することは可能かつ効率的である。

4．本計画には，予備機開発の計画が含まれていないため，万一の打上

げ三三二等に観測に支障をきたす恐れがあるとの指摘があった。

　　これに対し，利用者機関より資金負担の限界等からやむを得ない旨

説明があった。また，予備機がないことを考慮し，静止気象衛星4号

　（GMS－4）の後継機の開発着手を早めること等について，開発機

関，利用者機関等で今後検討していく旨説明があった。

5・以上の説明も踏まえ検討した結果，昭和60年度に静止気政衛星4

号（GMS－4）の開発に着手することは妥当である。

●

　　　　審　　　議　　　結　　　：果

　我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する

技術の開発を進めることを目的とする静止気象衛

i星4号（GMS－4）について，1｛一1。ケット

（旧式）により，昭和64鞭に澁げること．

を目標に，開発に着手することは妥当である。
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2．地球資源衛星1号（ERS。1）

　　（科学技術庁）

　合成三三レーダによる能動型観測技術の確立を

図るとともに，資源探査を主目的に，・国土調査，

農林漁業，環：境保全，防災，沿岸域監視等の観測

を行うことを目的とする地球資源衛星1号（ER

S－1）について・これ寸での成果を踏まえて，

H－1ロケット（2段式）により，昭和65年度
に痘げることを目標に開発に着手したい．

　（通商産業省）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　人工衛星を利用して資源探査を行う資源探査衛　；

星舷テム技術の確立鋼るとともに，資源エネi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
ルギー政策の鞭的指油及び宇宙関連産業・技i

術の発展を図るため讃源探査を主目的とする堀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
球資源衛星1号（ERS－1）を昭和65年度に
漣げることを目標に醗を行う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

審　　　　　議

　　』　　融一…一？

L　合成開ロレーダによる能動塑観測技術の確立を図るとともに

　探査を主目的として，図土調査，農林漁業，環境保全，防災，沿岸域

　監三等の利用分野に於いて，衛星による観測を行うことは，有意義で

　ある。

2・・このため・能動型観測技術の三三を図るとともに，資源探査を主目

的に各利用分野の観測を行うことを目的とする地球資源衛星1号（居・

　RS－1）について，昭和59年度開発研究を進めているところであ

るが・その成果を踏まえ，H－1ロケット（2段式）により昭和65

年度に漣げることを目凱昭和6。鞭に開発に回することは

●

∫

「　　，　’▼「イ　軸　風L印「”　，　覧噛一嚇ノ圃‘“・F曹響一4■辱．繭曲6一一引r
鴨晶喝－●噸一邑一贈・・》．．，．一　一‘．＿　　・．．

内　　　　容 審　　　議

　　　　　　　　　　のpの確立を図るとともに，’資源

　　　　一曽，’脚　胴嘔　一　辱・、い　脚＿

¥動型観測技術の確

漁業，環境保全，防災，沿岸域 査を三三的に，国：±調
■

　妥当である。

3．本衛星の開発に当たっては，我が国の国情に合わせ，

　　　　　　　　　　　自主技術の育成を図りつつ進めることが重要で

　あり，合成開口レーダに関する研究，海洋観測衛星1号（MOS－1）

　の開発等の成果をとり入れ，進めていく必要がある。

4．また，今後，開発の円滑な推進を図るため，関係省庁，開発関係機

関の間において・密接に連絡調整を行うことが必要である。
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果

　能動型観測技術の確立を図るとともに，資源探

査を三三的に，国：±調査，農林漁業，環境保全，

防災，沿岸域監視等の観測を行うことを目的とす

る地球資源衛星1・号（ERS－1）について，・1i

－1ロクット（2段式）により，昭和65年度に
：漣げることを三三潤発に着手するととは妥

当である。
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皿　通信の分野

　　マへ　　　　　　　ヤ　　　　り　　コ　　ヘロリ　　　　　　　セロ　　　　ヒ　

；

i1．研　　　究

　　（1｝実験用通信衛星のための研究，

　　　　（郵　政　省）

　　　　昭和60年代終わりごろに打上げが必要とな

　　　る実用通信衛畢に用いられるマルチビームアン

‘　テナ技術，サテライトスイッチ技術，アンテナ

　　　展開技術等の開発を目的とする実験用通信衛星

　　　（JECS）を昭和66年度ごろ打ち上げるこ

　　　ととし，所要の研究を行う。

「1…一一…薯「罫「マ開写

②　衛星搭載通信機器の研究　　　　　．

　　（郵　政　省）

　　宇宙通信が宇宙開発の基幹的技術の一うであ

　ることにかんがみ，この分野の自主技術の確立

　を図るとともに，将来の通信・放送需要の増大

　及び多様化に対処する必要がある。このため，

1．　1990年代の通信需要に対処し，通信容量の増大，通信コストの

低減，周波数利用効率の向上等を図る実用通信衛星の開発に必要な衛

星通信に関する技術について，自主技術の蓄積を図ることは重要であ

　る0

2．このような実用通信衛星の実現に必要なマルチビームアンテナ技術，

サテライトスイッチ技術，アンテナ展開技術等の高度な衛星通信技術

　について実用に先立ち，実験用通信衛星により，宇宙での実証を行う

　ことは有意義である0

3．この’ため，最近，大型衛星バスの研究，H一二ロケットの開発計画

が明確化してきたこと等をも考慮し，よウ高度な衛星通信技術を採用

　した大型の実験用通信衛星に関する研究奮行うことが三三である。

4．現在，大型静止三軸衛星バスの研究等衛星ジステム技術及び衛星基

礎技術に係る研究が進められているところであり，これらを上記研究

　に反映させることが望ましい。’

1．将来の通信・放送需要の増木及び多様化に適切に対処し，衛星通信

技術及び衛星放送技術に関する自主技術の確立を図るため，新しい周

波数帯を利用したマルチビーム衛星通信技術等の衛星通信技術及び衛

星放送技術の研究を先行的に進めることは重要である。

2．このため，固定通信（50／40GHz帯），移動体通信（マイクロ

波帯）及び放送（27／22GH：z帯）のそれぞれに適した高度なマル

一5㌧

審　　議　　結　　果

「
一
，

　1990年代の通信需要に対処すうため，実用

通信衛星の開発に必要となるマルチビームァンテ，

ナ技術，サテライトスイッチ技術，アンテナ展開

技術等の衛星通信技術等の開発を目的とする実験

用通信衛星について所要の研究を行うことは妥当

である。

　将来の通信・放送需要の増大及び多様化に対処
　　　　　1　　　　言
　ロ
し，高度な衛星通信技術及び衛星放送技術に関す

る自主技術の確立を図るため，新しい周波数帯を

利用したマルチビー・ム衛星通信技術等の開発を目

的とした衝星搭載通信機器の研究を行うことは妥

当である。　　　・
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要望1された事項

新しい周波数帯を利用した衛星通信技術等の開

発を目的とする通信技術衛星（ACTS－E）

を打ち上げることを目標に，搭載通信機器の研

究を行う。

（3）データ中継・追跡管制衛星技術の研究

　　（科学技術庁）

　　90年代に訟ける各種人工衛星の開発に資す

　るため，衛星システム技術及び衛星基礎技術に

　係る研究を引き続き進めるとともに，データ中

　継衛星技術の研究に着手したい。

審 議 内 類

チビームァンテナ技術や地球局設備の研究を行うとともに，

GHz四通信用中継器技術，27／22GHz帯放送用中継器技術及び移

動体衛星通信用中継器技術の研究を行う必要がある。

，陶挿「て轟ρ閃●●　一一　ρr霜 ’禰曹剛樋一レ幽●’，●辱●●r7●一rr4　A幅幽｛　縄　’」レr配’．．　r》「

もに， 50鳳^40

上地遠跡管制局やデータ送受信駄。ケットや人工鯉三三、

囲にある間しか運用できないため，追跡管制，データ受信を行うにあ

たり，．必要とされるデ・置注等を取得するためには世界各地に地球局が

必要となる。しかしながら，我が国独自で十分な数の地庫主を世界的

　　コげ　　　

地に持つことは困難であり，また，地球観測衛星等の周回衛星が増加

した場合，外国の地琿局から常に的確な支援が得られるとは限らない

　ことから・デ｝血中鐸’追跡管制衛星に関する技術につ喚て・先行的

に砺究を行うことは有意義である。

aこのたあ・デヅ中継・追跡管制鯉に必要な技術として・アシテ

　ナ追尾技術等の研究を行うことが必要である。

審　　議　　結　　果

　白ケットや人工衛星が可視範囲にない時でもデ

ータ送受信，追跡管制を行い得る技術を修得する

ため，データ中継。追跡管制衛星技術の研究を行

うことは妥当である。
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要望された事項 審 議 内 容

F

　2．そ　の　他

　　放　送　衛　星

　　　（郵　政　省）

　　我が国の実用放送衛星である放送衛星2号a

　　（BS－2a）に生じた異常に関し，速やかに原

　因究明を行い回復措置を講じるとともに，放送衛

　星2号b（BS－2b）に関しては，宇宙開発委

　員会放送衛星対策特別委員会等の報告に基づき，

　十分な信頼性が確保されるよう措置することを前

　提として打ち上げる。

　　放送衛星3号（BS－3）の計画に関しては，

　BS－2aに異常が生じている現状にかんがみ，

　十分な信頼性が確保されるよう万全の方策を講じ，
ノ

　推進する。特に搭載用中継器については，信頼性

　の確保のため，十分な試験を行う等特段の配慮を

　行う。

1

1．放送衛星2号一b（BS－2b）については，放送衛星2号一a

　（BS－2a）の予備機として開発が進められているものであり，予

備機としての目的を達成するため，昭和60年度に打ち上げることを

　目標に，引き続き開発を進めることとするが，開発に当たっては・放

送衛星2号一a（BS－2a）の姿勢制御系に生じた不具合に関する

第四部会報告（昭和59年7，月25日宇宙開発委員会報告）に指摘さ

れた対策を十分講ずるとともに，放送衛星2号・一a（BS－2a）の

中継器に生じた不具合に関する放送衛星対策特別委員会の検討結果が

出次第，信頼性の確保等を図るため，必要な対策を講ずるべきである。

2．放送衛星3号（BS－3）についτは・放送衛星2号（BS－2）

　の経験を踏まえ，信頼性が確保されるよう開発を進める必要がある・

審　　議　　結　　果

1

　放送衛星2号一b（BS－2b）については，

昭和60年度に打ち上げることを目標に，引き続

き開発を進めることとするが，開発に当たっては，

放送衛星2号一a（BS－2a）に生じた不県合

に関する第四部会報告に指摘された対策を十分講

ずるとともに，放送衛星対策特別委員会の検討結

果が出次第・信頼性の確保等・を図るため，必要な

対策を講ずるべきである。

　また，放送衛星3号（BS－3）については，

放送衛星2号（BS－2）の経験を踏まえ，信頼

性が確保されるよう開発を進める必要がある。

’7一
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世　学宙基地

要　望　さ　れ　た　事　項

　　ジi撃地

σ三三技術庁）

　米国が提唱している宇宙基地計画の予備設計段

階（フェフーズB）の作業に参加するため，三三基

地6構成部分の開発研究及びこれに係る要素技術

の研究に着手したい。

審

●
、

，
鳳

●

ム

（郵　政　省）

　米国が提唱している宇宙基地計画について，通

信分野に凝ける利用に関する研究を行う。

、

議　f　　内　　　　容
．一＿＿噛土L＿唱＿＿壽＿＿＿＿一＿＿＿｝．阯

L　米国は，今後10年以内に低高度の地球周回軌道上に恒久的有人宇

　宙基地を国際協力によって建設することとし，我が国を含む諸外国に

　対し，予備設計段階（フェーズB）への参加を求めてきている。

2．米国宇宙基地計画については，宇宙開発政策大網に囲いて，当面す

　る大型国際共同プロジェクトとして，我が国としてもこれに対応でき

　るよう検討を進めることとされて早り，我が国が同計画に参加する場

　合の基本構想について，宇宙開発委員会宇宙基地計画特別部会で検討

　を進めているところである。

3・米国は，1985，1986の両米会計年度（昭和59年10月～

　昭和61年9月）に亘って，予備設計段階（フェーズB）の作業を行

　うこととしている。

4．宇宙基地計画は，人類に宇宙活動の新たな手段を提供するものであ

り抽櫛ミ撫ここ畑繍によって我が国の宇宙活動の幅を広

げることができ、ま斥高度の技術を要する有人活動を国際協力により行、

　うことが可能となる等，我が国にとっても意義ある計画である。

5．この宇宙基地計画の予備設計段階（フェーズB）に対し，我が国と

　しては，その宇宙基地利用テーマの相当部分が実施でき，かつ，恒需

的な宇宙実験の場を確保することによ幻，その利用の自由度が得られ

ると考えられる実弾ら一ル構想をもって参物・ナること腫要であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　り，昭和60年度に開発研究に着手することは妥当である。また，こ

れに係る要素技術の研究を実施することが必要である。

6．さらに；宇宙基地の利用に関する研究を行うことは重要であり，その一環，

　として・通信分野にむ回る利用κ関する研究を行うことが必要である。

審 議 結 果

　米国が提唱している宇宙基地計画について，予

備設計段階（フェーズB）の作業に参加するため，

，宇宙基地の構成部分の開発研究及びこれに係る要

　　　　　
’素技術の研究を行うことは妥当である。

　また，宇宙基地の利用に関する研究を行うこと

は妥当である。
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1．第13号科学衛星（MUSES－A．）

（1）衛星卿要

　（D　大きさと重量　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　直　径　約．・．勧（円筒形）　∫

　　　　　高　さ　約α7伽（アンテナ部を除ぐ）

　　　　　重　量　　約19吻　（朽ヒドラ〃推進剤約4吻）
　　　　　消費電力　　　約　　70W

　②打上げbケット

　　・　　　M－3SHロケット

、③　軌　　道

　　　　　から成り，太陽同期軌道となっている。

　　　　　　近地点：1．1～4．7RE
　　　　　　遠　地　点

　　　　　　　内側軌道：，61～67RB
　　　　　　　夕も　｛則　　軌　道　　：　　205　　～256　　】臣B

　　　　　　月スイ〃・・イ高度：約3100～約◎100k田

（2）　開発スケジュール　　　　　　・、

　　　　紹和6・年度　衛星試作（PM）

　　　　　　61年度　　　　　　〃～第二年度　　‘

　　　　　　62三度　　　　衛星実機製作（FM　）

　　　　　　63年度　　　　〃　第二年度

　　　　　　64年度　　　　総合試験，打上げ

」
「
ド

遠地点をほぼ月の軌道付近とした「内側軌道」と那イ〃・バイによ腿地点を2・・RB（RE一句378k血：地球半径）以上とした「蜘軌道」

，鮎。●‘

｝／グ‘

‘
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〔第13’号科学衛星（MUSES－A）の軌道例〕

　　　　　　　1
内側軌道　’●2ケ月

外側軌道　　2ケ月
●
、

⑮ら“

賓

、

丁O

SUN
　4一一

S2

でA
板

P

EARTH／

S1《ヒ‘）NE　DAY

，A2　L2
　　　・→隔・一・一一・一

近地点　　P6700　km
　　　　　　，
内側軌道遠地点9A1　　67RB　．

外回軌道遠地点　A2　205RE

月ス千ングパイ高度約6，100km

■

一／／一　．

“＿幽’・轟・i齢・モ縛二二量二w・’・轟憶一・…

＿，＿．並そ
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，武

　　　　　　　　　　噂：

　　　　　暮・下職（円筒形）

　　　　　衛星本体重量　　約460幼（う5観測旧約13吻）

　　　　　ヒドラジン重量　 約290幻

　　　　　消　費　電　力　　　約200W

　②　打上げ手段

　　、　　スペースシャトル

　③　軌　　道

　・　　　近地点　：8：RE（RB＝（ち378km：地球半径）

　　　　遠地点：20～250RE

（2）開発スケジュール

　　　昭和6・簸開発研究（ス織シャト“とのイ〃一フェース検討等）

　　　　　　61年度　　衛星試作（PM）

　　　　　62年度　　　　〃　第二年度

　　　　　63年度　　衛星実機出作（FM）

　　　　　64年度　　〃第二年度．

　　　　　65鞭総三門母げ

，、8

’
、

〔GEOTA・L催の軌道例〕

　　も紛

　　　　　　　　　　　S2

．
－
呪
二

三學

，

y
一
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き
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫　　　　　　　　’．

3．　静止気象衛星4号（GMS－4）’　　　　　　　　・

　辱（1）主要諸元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　①形　状：Hrl・ケットのフェアリングに収容可能な形状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　②重　量：衛星／ロケヅト分離時，約800吻（アポジモータ燃焼終了旧約400忽（参考値））

　　③　軌　　道　：　静止衛星軌道’（静止位置，東経140。付近）　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉　　’

　　④　寿　　命　　：　5年

　　⑤打上げ・ケット：H－1ロケット

　（2）　衛星の性能諸元

　　．①　可祝・赤外走査放射計

　　　　1　波長域　　可祝領域　0．50～0．75μm（基準値）

　・　　　　　　　　　赤外領域　10．5～12．5μm（基：準値）

　　　　　　　　　　　ただし，検出器出力ピーク値の50％で規定する。

　　　　il　衛星直下点分解能

　　　　　　　　　　　可視　　　1．25km以内　　　赤外　　5km以内

　　②　通信系

　　　　　1．6GHz帯のSバンド広帯域送信には電波天文観測に混信を・与えないように三三すること。

　　③　電源系

　　　　i　太陽電池　　発生電力約285W（設計寿命末期，．夏至）

　　　　藷　バッテリ　　蝕時に旧いて衛星機器に必要な電力を供給する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾

　　④宇宙環境モニタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　プロトン，アルファ粒子及びエレクトロンについて太陽粒子の到来数を測定する。
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静止三三衛星（GMS－4）の開発スケジュー。ル ’
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4地球資瀦星1号 hERS－i～．‘ D　，　　ご
（1）　構　　成

　6ミッション鵬：層舗開・レー瓦光学センち三四置ダミツションデータ

　　　　　　　　　　　送信機

　②軌　道：太陽同期準回帰軌道

　　　　　　　　高度　　約560km～約570km

　　　　　　　　軌道傾斜角　約98。

　　　　　　　　　　　　　　　　1

　③重　　量：約1．4トン～約1．5トン（希望値）

　④姿勢精度：指向精度　各回約0．30
　、
　　　　　　　　安定度　　　各署約0．0030／SEC

　⑤　寿　　命：約2年

　⑥打上げ：H－1ロケット（2段式）

　⑦　打上げ時期：昭和65年度冬期

②概念図

覧
■

　
↓蕉
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う
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5宇宙基地
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　米国宇宙基地計画に対し，材料・ライフサイエンス実験，理工学実験，科学観測等を実施しうる実験モジュールC与圧ギ

　　ジュ「ルに接続する暴露部を含む，）構想をもって米国宇宙基地計画の予備設計段階（フェーズBつに参加する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
（2）実験モジュールの機能・

　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　1
　　　〈宇宙基地本体〉　　　　　　’　　　　　　　　　　．一　　く与　　圧　　部〉　　　　　　　　　　　　、　．1’　　　　　　〈暴　　露　　部〉　　・

●
．

亀

、

材料実験製造装置 ライフサイエンス実験

装置

実験モジュール共通

設備／実験支援設備

暴露部実験

装置制御機器

マニピュレータ

等の制御機器

マ
ニ
ピ
ュ
レ

タ

科学観測装置

理工学実験装置

材料実験製造

、

●・

べ

（機能）

・住居サービスの提供

・電力，水等の提供

・情報の送受信サービス

　の提供

（機能）

　・材料実験，ライフサイエンス

　実験

　・電力，高等の分配

　。実験装置の交換，修理 　　　〈補　給　部〉

（機能）　　”F・　　　　　　　　　　　　　・　　　　i
　・実験硝試料，交換用実験扇装置の貯蔵

　・実験中にお・ける各種ガス；’消耗品の補給

　・地⊥／実験モジズ・ル固の資イオの輸送

（機能）　　　　　『・

・科学観測，理工学実験，材料実験

　遠隔操作，組立て　　　　　，

　電力，熱等の分配

　実験・観測装置の交換・修理・

一！クー

濫画
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4．三三瞭騰作業囎とスケジゴル（案）

作業項目

三
三

NASA予備設計

璽

予備設計
①システムの基本的条件等の検討

　　ミッション要求の検討

　　基準概念の検討

　　システム／サブジズテみ要求書の作成

　　運用要求書の作成

②インターフェース条件の検討

　　コンフィギュレーションに係る検討

　　ハードウェアインターフェースに係る検討

　　運用上のインターフェースに係わる検討

③システム仕様等の検討

　　システム設計検討●

　　サブシステムの設計検討

　開発・運用計画の槍三等

④技術調整

関連技術研究

構造系、三三制御三等の要素技術研究

10’

P1：2累23

昭和ξo年度
45878S1011！2123

インターラ三・一スシステム

　　要求審査　要求審査

昭和6　1年度
4 56 78 9！Oj1：2　123

システム

設計審査

～

雪’r、

’

’
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〔綱宇同地の回忌

（ユ）　宇宙基地の機能及び構成

　i）　宇宙基地の三三ノ

　　・　スペースシャトルを用いて地球軌道上に作られる多目的施設

　　・　規模・技術の発展と共に拡大していくことが可能

　　・　軌道上で修理することにより、無期限に使用可能

　　という特徴を有し、具体：的には、

　①地球軌道上の実験室（広範な分野の科学実験、材料実験、ライ

　　　　フサイェンス実験等の研究）

勉②　製造施設（高純度結晶、半導体等の新材料の製造）

　⑧　サービス施設（衛星等の保守、修理）

　④長期観測施設（地球及び天体の観測）

　⑤宇宙翰送の中継点（高軌道・月・惑星への航行のための中絡点）

　⑥’組覧・立て施設（アンテナ等の夫型構造物の組立て》

　⑦宇宙の貯繭基地（予棚部品、三三財、衛星の保管等のための施

　　　設）　　　　　　　一

　　　といった機能を持つものである。

f
セ ii）　宇宙基地の構成

・低高度（約300km》の地球周回軌道：上（軌道傾斜角28．5度）

　に作られる恒久的な有人基地

・当初ほ、乗貝6～8人で順次拡大。3～6ヶ月ごとに交替

・構成要素（現時点で考えられているもの》

　　　　　　　　　　　　　　　　　零
　　　　　居住モジュール　　　，

　　　　　停泊・組立てモジェール

　　　　　貯蔵モジュール

　　　　　実験モジューノレ　　　　　　＿

　　　　　電源・通信系（リソース。モジェー・ル）

　　　　　フリーフライヤ（極三三及び28．5度）

　　　　　軌道上作業縁（Orbital　Manuvering　Vehicle）

・所要経費：1990年代初期までに80億ドル（約2兆円》

◎

電

イー
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三三旧地撫i念國（例）

盛
｝

①初期

天体物理・

　　　＼

大気科学’

、

ミ
ミ
コ

濃

獅i亀’

材料実験

ミ

§

餓

・∬

§

　　　》野＿
こミ，

　：芝Os

　　蟄ミ　　』・

　　　　　5

　　　1

←一一D q星へのサーピズ

’　9　プリ「フライヤー
　　　じ　　　へのサービス’糾．・

　Oo 、
！〆
1｝

ロロ

♂

低傾斜角（28．5度）宇宙基地

　　　　　乗組貝　　　　’　一

　　　　　．電力

　　　　　実験モジュール

　　　　　衛星サービスf彪力

　　　　　職蓮上作張桃’（’OMV）

　　　　　データシステム
プリ；一フライヤー

　　　　　｛氏傾余十∫身（28．5度）／ユ51《田

　　　　　書亟屯IL道／15kU」

軌道闘輸送機（o－1・v）

L，一．鋤嶺一幽鱒鱒顧」鱒鱒・．

6－8　（，り

60kw
2－3（1208の’

初期

有り

300トIBPS

1基

1基

無し

　　ダ
②白米

　　天体物理

燃料補給1　ζ．

　　　　　〆，グ。・

●　　低コスト

　　　再使用輸送手段

爾幽軸鱒鱒陶一の偶鰯鱒‘u
　　　　　　　　　　2

　12－18（ρ　　　1

160kw　　・1
4－6（300・の．　；

発展　．　・　　；

　　　　　　　　　　き有り　　　，　　　1腎

・300MBps　　　l
　　　　　　　　　　●1

複数　　　■
1奉　　　　　；
有り　　．・　　1

　　　　ヲ　．　　　　　　　9

通儒フ’ラッ・トフォーム

　　　　　　　　・　　　　　’‘

　　　　　　　．「　　　　　，

　　技術開発
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一
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身
，
謡

一

一

駄
§
濫
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、
W
ミ
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§

材料寒験

，

1一静止軌回送

継へのサービス・修理

’博・

∫。￥・啄

ノ

禰
纈

　　　サイエンス

●

’、

　　　4
・無　　、

　Oo

ラリー・フライヤー

へのサービス
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（参考1）

宇宙開発計画の見直しに関する第一部会の

審議の進め方について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年7月　5日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・宇宙開発委員会第一部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．　　決　定

　「宇宙開発計画の見直しに関する審議について」（昭和59年7月　4日宇宙開

発委員会決定）腿づき・本部会旧いて行う調査嚇は，以下に三吟るとこ旅

よるものとする。

1．　審議事項

　昭和60年度に於ける宇宙開発関係経費の見積り方針及び宇宙開発計画につい

て調査審議を行うものとする。

　　　　、

2．審議日程

　　・・の癒結果は・昭和・6・年3肋旬まで旧藩とめ友とを目途とする．た’

だし，昭和60年度に鉛ける宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させるべき事

項については，昭和59年8月上旬までに取りまとめることを目途とする。

3．　審議方法

　調査審議に当たっては，財政事情，宇宙の利弔に関する長期的見通し，研究及

び．開発の進捗状況■各省庁の要望等を踏まえ，次のような観点から宇宙開発に関

する施策について調査審議するものとする。　亀

①必要性，緊急性

②　実雄の技術的可能性

③宇宙開発政策大綱に示された諸方針との整合性

④　宇宙開発に：関連する技術の系統的育成及び国産化

’
ギ

　ぞ．

一3／一

ぺ誕、＿回議∴脳

⑤射場の打上げ能力・必要な地上施設の整備等関連する他のブ・グラ’ムとの議；㌃

4．分　科　会

　昭和60年度にむける宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させる（強llll∫！に

ついては，衛星系分科会：及び輸送系分科会に赴いて，次に定める所掌事項にじ：｝

調査審議を行うものとする。　，

分科会の名称

衛星系分科会

輸送系分科会

所　　掌　　事　項

人工衛星，人工衛星サブシステム，人工衛

星に関する試験施設，追跡管制等の地上施

設，ソフトウエア等に関すること。

ロケットなど宇宙輸送系，宇宙輸送系サブ

システム，宇宙輸送系に関する試験施設，

射場等地上施設，ソフトウエア等に関する

こと。

　　　　　　　　　　　　　　　、

5．資料提出等

　本部会の調査審議に当たっては，必要に応じ，関像行政機関等から資料の三三，

説明等を求めるものとする。

■



、㍗「

（参考2）

．第一部会衛星系分科会構成貝 ゴ

●

へ

’
●

．べ

分科会長　讐

専門委員　上
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長
林
平
．
船
松
宮
矢
山

淫水義雄：

文部省宇宙科学研究所教授

郵政省電波研究所次長

・航空振興財団常勤顧問

日本電気（株）常務取鰭役

明治犬学工学部講師

松下通信工業（株）専務取締役

運輸省海上保安庁水路部企画課長

日本電信電話公社研究開発本部長

三菱電機（株）顧問

建設省国土地理院長

東京大学海洋研究所教授：

科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究官

（株）東芝電波通信業務本部顧問

通商産業省工業技術院電子技術総合研究所

極限技術部長

9運諭省気象庁気象衛星センター所長

運輸省電子航法研究所衛星航法部長

（株》日立製作所宇宙技術推進本部担当技師長

文部省宇宙科学研究所教授

早稲田大学理工学部教授

宇宙開発事業団理事

通信・放送衛星機構理事

国際通信施設（株）社長

日本放送協会技師長専務理事

富士通インターナショナルエンジニアリング

（株）専務取締役

宇宙開発事業団理事

ル．斎ζ一

議＿＿、．．．

蟹


